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m 4.-7<O-6 Iご鹿 々に頴斑が深められるのは蝕痕に
あらず,幼魚の塊毛が附脅 してあるものであるC,
? ? ??????






















を傾いたtl佃 保治､宮島式郎蚊に松尾兼l朋l;q)諦矧 こ射して深 く感謝する次発であるL､
賓 験 の 方 法
試験動物としては山田氏の場合と同じくヒメマ)Lカツヲ/シムシunthre1uSVerl,舶CiL.)



































第1来 賓A級日)に於けるヒメマJV カ ツヲブシムシ幼亜生存 日数
讐需 品r漂 I 1 2 二 三W.3 .} 7 - 0巨 再 議 (定 7-J
辛
車 .5 7 11 1三i l三; 1,1=1.rJ) i(.I).10 '211法 1!i 三i lr) 1Li 7 7 120 2 13.i(与 :之 : ; tj.'lti 8 9 .L3 -
司 書 5 17 2.1=t35 2絹 2(J 三号2 4.1-.1.1 5Il i().I20 29 舶 51 (は く15 (.'15 7ごifi2107. (汁,3L3 4ミ3 4王手Ai7 舶 51 C) 三‡8,OllO'2 T)札O
I兜･験開始･･-帽榊13年7月llヨ秤
猶はこの度験に於いて日数の紛 軌と-1r;-に幼魚が死んで行く有機を調査 した結果は鼎 2衣に示
す通()である0
第望表 兜 尭 鮭 過
10日 間 15日 周 L3
柁 虫 数桓 率中 也 数恒 率嘉死 虫
No,1 i 10 1,i.() .r) ･1,7 tlR
Nu,:i lS ∴り 別.;泣IL)与盟
'22日 間 傭 撃














I,'mr+ 1115 1JL'1-' .′ノ芯喜芋 蒲 で 州' -'1封-1溌






















































た(｡即ち剛 即iJには魔球-t ス 七㌧ は幼品の喰洋を殆ど魂れたものと言ひ得る｡〔第1Ⅰ臥臥 TI,
A,P･,2,4,6〕然るに無慮蛾モスt)二は感に喰宵を豪った.､その喰軒桁横は第3衣に示す･始り
である､
第 三主表 無塵理 -l:-ス リンに於 ける蝕痕面積
系列 個鯉番空を 1 49 O .主 5 ', .7
A ⅠⅩ_,空き.i X,10 1.X.,19 ⅩⅠ,15 ⅩI,'aLS 二X_1,90 XJ.:与∩加.1与 10 40.日 洲.1 2札0 90.+i ._ 9_0




















































さて帖 ‖相 成の馳 二銅 ては柑 毛粧約 ロテノン吸削 合 が 意 に削 て始め て 確
執 こ防地政基を岩したことになってゐる.然るに華宵の賢験にあっては吸着封 Llニロテノンの











ロテノン吸着割合が意 の場創 二は若齢 虫臓 は15口綱 で死し､意 o)場飢 二は12日前
後で死んだoe卸も吸着剤倉が高い峠には投戯カも大であったことがわかる｡
第二矧助に机 ては祁常に成長が進み老熟朋も妄近づいた幼曲別 沌 た0)であるが､此の場合
に鮎 ､てはロテノン蛸 削合が意 の時には約90mの榊組 閣の終に於いても肉脚 的 掩
帳を謬め得なかったoLかしてロテノン吸着約 諾 の場合に於いては矧醐 船脚 馴こ至
りても猶は軸糸は/i:.拝して屠ったのであるから､驚験粍朋1を叢に長く娃長した場合にも幼轟が
果して供試モス1)ンに蝕帳勧乍らないであらうとは断定すること別浄ないO








(2〕洩釧 灘法にて射 冊 こロテノン吸着の蛤 が意 ,i.W ,｢百打 ,忘 ,
1.1(i
｢砺｢,-蒜 鋸 無地モAーI,ン楢 川ひ恒乱 欄 の鵬 に於いて野焼補 ったL.
(3) 此の防触酬 珊 化御 0-1御免の細 幼針 別納 既成分吸着の齢 意 であれば蝕痕
を認めぬ中に基rJ)潅 性 に よりて段鶴牧鵜を星した｡しかし.購化後75Flを経た濯熟に近づいた
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